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論 文 内 容 要 旨
序論
キ シ ラ ン は、D一 キ シ ロ ース の グ リコ シ ド結 合 の ポ リマ ー を主 鎖 と し、L一 ア ラ
ビ ノー ス 、4-O一 メチ ル ーD一グ ル ク ロ ン酸 を 側 鎖 と して 結 合 した 多糖 で あ る。 キ
シ ラ ンは ヘ ミセ ル ロー ス に属 し、 植 物 細胞 壁 の セ ル ロー ス ミ ク ロ フ イ ブ リル 間 基
質 ゲ ル を構 成 して い る。 陸生植 物 のキ シ ラ ンは β一1,杢 キ シ ラ ンで あ り、 広 葉 樹
お よ び イ ネ 科 植 物 の細 胞 壁 に多 く含 まれ て い る。
近 年種 々 の オ リゴ糖 が 機 能性 食 品 と して 注 目 され 、食 品 分 野 で の消 費 量 が 増 大
して い る。 長 鎖 の オ リゴ 糖 は ヒ ト腸 内細 菌 叢 を 改 善 す る プ ロバ イ オ テ ィ ク ス と し
て 有 効 で あ り、 中 で もキ シ ラン の 加水 分解 産 物 で あ るキ シ ロオ リゴ糖 は単 位 重 量
あ た りの ビ フ ィズ ス菌 増 強 作用 が 高 い とさ れ て い る。 現 在 日本 国 内 で 消 費 され て
い るキ シ ロ オ リゴ糖 は、 輸入 トウ モ ロコ シ を原 料 と して 生産 さ れ て い る。 一 方 で
日本 の農 作 物 の 残 査 の う ち稲 わ ら、籾殻 は大 半を 占め、食用資源 とほぼ 同量 生 じる
が焼却処分 され て いる。 β一1,4一キ シランを豊 富 に含む籾殻 をキ シロオ リゴ糖 の原料 と
して再利用す る試みが近年 な され は じめている。籾 殻か らのキ シロオ リゴ糖生産 の実用
化 に向か った研 究で はそ の酵素分解 過程 では既知 の酵 素の利用 が前提 とな って いる。 こ
れ まで に知 られ て いる細菌 、真菌 由来のキシラナーゼ は、X2、X3、X4の 短鎖 オ リゴ糖
を主反応産物 とす るもので あった。
当研 究 室 でDungに よ り土壌 よ り単 離 され た グ ラム 陰 性 細 菌Aeromonas
cavfaeW-61は 、5種 の エ ン ドーβ一1,4一キ シ ラナ ーゼ(EC3.2.1.8)、 キ シ ラナ
ー ゼ1-5を 分 泌 す る(Fig .1)。 この うち キ シ ラナ ー ゼ1はDungに よ り主 反 応 産
-物と して キ シ ロ ビオ ー、ス(X2)及 び キ シ ロ トリオー ス(X3)を 生 じる 、 グ リコ シ ダ
ーゼ フ ァ ミ リー11に 属 す るエ ン ドーβ一1,4一キ シ ラナ ー ゼ で あ る こ とが 明 らか に
され た 。 また キ シ ラナ ー ゼ5お よび キ シ ラナ ー ゼ4は 最 終 産 物 と してX2及 びX3
を生 じる 、 グ リコ シダ 「 ゼ フ ァ ミ リー10に 属 す る エ ン ドーβ一1,4一キ シ ラナ ー ゼ
で あ る こ とがRoyら に よ り最 近 明 か に され た(参 考 論 文)。
一 方 、 キ シ ラナ ー ゼ3は 最 終 生 産物 と して キ シ ロヘ キ サ オ ー ス(X6)以 上 の長
鎖 のキ シ ロオ リゴ糖 を蓄 積 す る 、 初 めて の 酵 素 で あ る。
本 博 士 論 文 で 、 キ シ ラナ ーゼ3に よ る反 応 産 物 の 糖 鎖 長 を規 定 す る 機 構 の解
明 、及 び 、AeromoηascavfaeW-61の キ シ ラ ン分 解 にお け る キ シ ラ ナー ゼ3
と他 のキ シ ラナ ー ゼ と の 相互 関 係 を解 析 す る た め の 第 一 歩 と して 、 キ シ ラナ ー ゼ
3の 遺 伝 子 を ク ロー ン化 した。 そ の結 果 、 本 酵 素 は 既 知 のキ シ ラナ ー ゼ と は構 造
の異 な る 、新 規 酵 素 で あ る こ とが 明 らか とな っ た(第 一 章)。 次 に キ シ ラナ ー ゼ
2は キ シ ラナ 「 ゼ3のC末 端領 域 の欠 失 によ り生 じる酵 素 で あ る こ とが わ か り、
キ シ ラ ナ ーゼ3のC末 端 側 の領 域 の欠 失 に よ り酵 素 反応 の最 終 産 物 で あ る キ シ ロ
オ リゴ糖 の鎖 長 が 異 な る こ とを 示 した(第 二 章)。 一 方 で キ シ ラナ ー ゼ3のC末
端 側 を欠 失 した 変 換 体 が 保 存 中 に生 じた。 キ シ ラ ナ ー ゼ3のC末 端 領 域 欠 失 酵 素
につ いて そ の領 域 を特 定 し解 析 を行 っ た(第 三 章)。
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第 一 章 キ シ ラナー ゼ3の 遺 伝 子 の 解 析
キ シ ラナ ー ゼ3の 特 徴 で あ るキ シ ロヘ キ サ オー ス よ り長鎖 の キ シ ロオ リゴ糖 を
遊 離 す る機 構 を解 明す る ため 、 本酵 素遺 伝 子 の ク ロー ン化 を行 い 、 一 次 構 造 を決
定 した 。
.AθromoηascavfaeW一 一61を0.7%オ ー ト麦 キ シ ラ ンをC源 と して37℃ で48時
間 振 塗 培 養 した 。 培 養 上 清 よ り、DEAE-Toyopear1650M、CMSephadex
C-50、PhenylToyopear1650Mに よ り分 子 質 量58kDaの キ シ ラナ ー ゼ3を
精 製 した(Fig.2)。
精 製酵 素 のN末 端 ア ミ ノ酸 及 びCNBrで 限 定 分 解 し得 られ た5つ の ペ プチ ドの
部 分 ア ミ ノ酸 配 列 を決 定 した(Table1。)。 決 定 した 配 列 を基 にdegenerateプ
ライ マ ー を作 成 し、.A。cavf∂θW-61株 の ゲ ノムDNAを 鋳 型 としてPCRに よ り
DNA断 片 を 増 幅 した 。 この うち0.6kbpの 断 片 の塩 基 配 列 を 決 定 し、 内 部 配 列 を
コー ドす る配 列 を確 認 した 。 この増 幅断 片 をプ ロー ブ とし、A.cavfaeW-61の
ゲ ノム に対 しサ ザ ンハ イ ブ リダ イゼ ー シ ョ ン を行 な い 、約3kbpのKpη1消 化 断
片 に シグ ナ ル を得 た。 この領 域 をpUC119に 組 込 み 、E。colfDH5α を形 質 転 換
した ライ ブ ラ リー を構 築 した。 同 プ ロー ブ を もち い て コ ロニ ー ハ イ ブ リダイ ゼ ー
シ ョ ンに よ る ス ク リー ニ ング を行 な い、 陽 性 ク ロー ンpXYN3を 得 た 。
pXYN3の 挿 入 断 片2,705bpの 塩 基 配 列 を決 定 し、1584bか ら成 る527残 基 の
タ ンパ ク質 を コー ドす るORFが 認 め られ た(Fig.3)。 先 に決 定 したN末 端 ア ミ ノ'
酸 配 列 及 び 内部 配 列 が 全 て確 認 され 、 シ グナ ル 領 域27残 基 を除 く成 熟 体 は500残
基 か らな りそ の推 定分 子 質 量 は55,447Daで あ っ た 。 以上 の 結 果 か ら このORFを
キ シ ラナ ー ゼ3の 遺 伝 子xyη3と 決 定 した 。(xyn3;accessionNo.D88553)
xyn3はA。cavfaeW-61の キ シ ラナー ゼ1の 遺 伝 子xynヱ 、キ シ ラ ナ ーゼ5
の遺 伝子xyη5と は独 立 に存 在 して いた。xyn3の コ ー ドす る タ ンパ ク質(XYN3)
の 推 定 ア ミ ノ酸 配 列 に はXYN1、XYN5の そ れ ら と は 相 同な 領 域 は 存 在 しなか っ
た 。 デ ー タ ー ベ ー ス に対 す る ホ モ ロジ ー検 索 の 結 果 、XYN3は 既 知 の 糖 質 加 水 分
解 酵 素 のFamily10とFamily11に 属 す る キ シ ラナ ー ゼ 群の 活 性 ドメイ ン とは有
意 な相 同性 を 示 さな か った。
以 上 の結 果 か ら、 キ シ ラナ ー ゼ3は 既 知 の分 類 に は 属 さな い新規 の キ シ ラ ナー
ゼ で あ る こ とが 明 らか とな った 。
pXYN3を 有 す るE.colfDH5α にお いてxyη3は 自 らのプ ロモー タ ー で 発 現
し、ペ リプ ラズ ム 画分 に局 在 した 。 以 後 、 同画 分 か ら、組 換 え体 、rXYN3を 容
易 に精 製 す る こ とが可 能 とな った 。
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第二章 キ シラナーゼ2の 性質
次 に、本菌 のキシ ラナーゼ2に つ いて性質お よび一次 構造 を決定 した。
本菌37℃48時 間 の培養 上清よ り精 製 を行 なった。陰イ オ ン交換 、陽イ オ ン交換 カ ラ
ム クロマ トグ ラフィー ともにキ シラナーゼ3と 同様 の挙 動 を示 し、最後 にPhenyl
Toyopear1650Mに お いては硫安濃度0.7Mと 異な る濃度 で溶 出 した。キ シラナーゼ2の
分子 質量 は42kで あった(Fig.4)。
キ シラナーゼ2に つ いて、N末 端 ア ミノ酸配列 および 内部 ア ミノ酸配列 を決定 した結
果 、そのN末 端 アミノ酸配列及 び内部 ア ミノ酸配 列 とも、キ シラナーゼ3か ら先 に得 ら
れ た配列 と一致 した(Table2)。 さ らに これ らの内部 ペ プチ ドの分布が ここでxyn3か
ら推定 したア ミノ酸配列上 のN末 端側 に位置 して いた こ とか ら(Fig.5)、 キ シラナーゼ
2は キシ ラナーゼ3のC末 端側 の領域 が欠失 した酵 素で ある と考えた。
キシ ラナーゼ2の キ シ ランか らの反応産物お よび先 に精 製 したキ シ ラナーゼ3に よる
反応産物 につ いて検 討 した。.キシラナーゼ3に よ る主反応 産物がキ シロヘキサ オー ス
σ(6)よ り長鎖 のキ シロオ リゴ糖であったのに対 し、キ シ ラナーゼ2は 主反応産物 として
キ シロ トリオース(X3)、 キ シロテ トラオース(X4)、 キ シ ロペ ンタオー ス(X5)を 生 じた
(Fig.6)a
次 にキ シ ロオ リゴ糖(X4,X5,X6)に 対す る作 用 を検 討 した。キ シラナーゼ3はX4、
X5、X6に 対 し加水分解活性 とともに糖転移活性 を示 した。 これ に対 し、キ シ ラナーゼ
2はx4、x5に は殆 ど作用 しなか った(Fig.7)。
キ シラナーゼ3のC末 端領 域 は反応 産物の鎖長 及び糖 転移 活性 に影響 を及 ぼす と考 え
られた。
第三章 キ シラナーゼ3のC末 端領域欠損酵 素の解 析
一方、Aθromonasca吻 θW-61の 培養上清 よ りキ シ ラナーゼ3を 精製す る過程 で、
最終 ステ ップにおいて も42kの キ シラナーゼが常 に挙動 を ともに して いた。 当初 はキ シ
ラナーゼ2の 分 離が困難で ある と考 えて いた。だ が、精 製 したキ シラナーゼ3を4℃ で
保存 してお くと、42kの 蛋 白質が生 じた(Fig.8A)。 この蛋 白質の 出現 は1mMPMSF
の添加 によ り抑 え られた ことか ら、 この欠失は精製標品 に ごく僅 か に混入 して いるセ リ
ンプロテ アーゼ の作 用 によ る ものと考 え られた。42kDaの キ シ ラナーゼ はキ シラナーゼ
3の 部分分解 物で ある と考 え、以後 この変換体 をキ シラナーゼ3-trと 呼ぶ こととした。
抗 キ シラナーゼ3抗 体 を用 いたWestemi㎜unoblottingを 示 した(Fig.8B)。 キシラ
ナーゼ3-trと ともに先 に本菌か ら精製 したキ シラナーゼ2も 反応 した。
ここで、キ シラナ ニゼ3-trを キ シランへ作用 させる と、その主反応産物 はX3、X4、
X5で あった。
分離精 製 した キシ ラナーゼ3-trに つ いて、N末 端 ア ミ ノ酸配 列 を決定 した結果、その
N末 端 アミ ノ酸 配列 は、キ シ ラナーゼ3か ら先 に得 られ た配列 と一致 した。従 って、キ
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シラナーゼ3-trは キシラナーゼ3のC末 端側領域 が欠失 した変換体で ある と考 え られ
た。
キシ ラナーゼ3-trのC末 端を特 定す る こととし、チオ ヒダン トイ ン法 によ りキ シラナ
ーゼ3-trのC末 端 アミノ酸 をプ ロ リンで あると決 定 した。キ シラナーゼ3-trの 分子質量
か ら推定す る と、該 当す るプロ リンとして380位 、398位 、422位 の3つ の可能性が考え
られた(Fig.9)。
そ こでxyn3を 基 にしてPro謝 、Pro398、Pro422の コ ドンの後 ろに終 止 コ ドンを導入
し、C末 端側領域 を欠損 した変 異体、pXYN3de1380、pXYN3de1398、pXYN3de1
422を 作成 し、且co左DH5α を形質転換 してC末 端 領域欠失体 を得た。 この うち
p㎜3de1398、p㎜3de1422を 有す るEco五DH5α で はキシラナーゼ活性が検出 さ
れたが、pXYN3de1380で は活性 が検 出 されなか った(Fig。10)。 抗キ シ ラナーゼ3抗
体 を用 いたWestemimmunoblottingを 行 なった結果 、XYN3de1398が キ シラナーゼ
3-trの 精製標 品 と同一の分子質:量を持 つ ことが確認 された(Fig.11)。 変 異酵素
XYN3de1398を キ シランへ作用 させ る とキシラナーゼ3-trと 同様 に反応産物 として
X3、X4、X5を 生 じた(Fig.12)。 以上 の結果 よ り、キ シラナーゼ3-trは キ シ ラナーゼ3
のPro398よ りC末 端 側の102残 基 を欠失 したもので ある ことが明 らか にな った。
一方 、XYN3de1380で は活性 を消失 していた ことか ら、エ ン ドーキ シ ラナーゼ活性 に
必要な領域 はPro398よ りもN末 端 側で あると考 え られた。そ こで新た にC末 端領域欠失変
異体 を4体 作成 した。そ の結果キ シラナーゼ活性 を現 すの に必要な領域 は388位 よ りもN
末端側の領域で あ ることが明か となった(Fig.13)。
総合考察
キ シ ラナ ー ゼ3は キ シ ランか らキ シ ロヘ キ サ オ ー ス よ り長 鎖 の キ シ ロオ リゴ糖
を生 じる 、新 規 の エ ン ドキ シ ラナー ゼ で あ る。 そ の遺 伝 子 配 列 は既 知 の糖 質 加 水
分解 酵 素 と相 同 性 を持 た な い。 キ シ ラナー ゼ3は グ リコ シ ダ ー ゼ フ ァミ リー10
お よび11に 属 す るキ シ ラナー ゼ と は異 な る構 造 を もち 、 そ の活 性 部 位 にお いて 『
X6以 上 を切 断 単 位 とす る と考 え られ る。 キ シ ラナ ー ゼ3に っ いて そ の 加 水 分解
ドメイ ン は388位 よ りN末 端側 の領 域 で あ る。 だ が 反 応 産 物 の糖 鎖 長 決 定 に はそ
れ よ りC末 端側 の 領域 が 関与 して い る こ とが 明 か とな った 。
本 菌 にお いて 、 キシ ラナーゼ3のC末 端側領域 が欠失す ることによ りアイ ソフオー
ムであるキ シ ラナーゼ2が 生 じることが 明か とな った。キ シラナーゼ2の キ シランか ら
の主反応産物 はキ シロ トリオー ス以上 のオ リゴ糖 で あった。
一方キ シラナー ゼ3か ら生 じた変換体、キ シラナーゼ3-trは キ シ ランか らの主反応産
物 としてキ シロ トリオー ス以上 のオ リゴ糖 を生 じた。キ シ ラナ ー ゼ3-trは キ シ ラナ
ー ゼ3のPro398よ りC末 端 側の領 域が切 除された変換体で あった。 キ シ ラナ ー ゼ3のC
末 端 側領 域 が 切 断 され る こと に よ っ て 、サ ブサ イ ト構 造 が変 化 し、 キ シ ラ ンの切
断 サ イ トはX6か らX3へ と変 化 す る と考 え られ る。
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キ シ ラナー ゼ3のC末 端 側 領 域 は また キ シ ロ オ リゴ 糖 に対 す る加 水 分解 反応 お
よ び糖 転移 反 応 に必 要 で あ る 。 キ シ ラナ ー ゼ3は 、X4か らX6の 低 分 子 キ シ ロ オ
リゴ糖 を基 質 と し加 水分 解 活 性 と と も に糖 転 移 活 性 を 有 して い た 。 一 方 キ シ ラナ
ーゼ2はX4 、X5を 認 識 串 来 な か っ た。 低 分子 オ リゴ 糖 へ の 作 用 の た め に は、 重
合 度 の 高 いキ シ ラ ンの加 水 分 解 ドメイ ンの み で はな くC末 端 側 領 域 が 関与 して い
る。
これ までキ シラナーゼの反応 によ り生 じる長鎖 キ シロオ リゴ糖 の鎖 長の コン トロール
に関す る研究 は行われていない。キ シラナーゼ3の 鎖長決 定機構 を解 明す ることによ
り、 目的の鎖長 のオ リゴ糖 を効率 よ く蓄積す る酵 素 を構築 で きれ ば、よ り有効 なキ シラ
ンの資源利用 を行 うことが可能 になるであろ う。
また 、既 知 の セ ル ロー ス 分 解 菌 、 キ シ ラ ン分 解 菌 で は複 数 の 菌 に つ い て ア イ ソ
ザ イ ム を有 す る こ とが報 告 され て い る。 特 に結 晶性 の 高 いセ ル ロー ス の分 解 に つ
いて はendo-exosynergysm(相 乗 作 用)に よ り効 率 的 な 分解 が 行 なわ れ るモ
デ ル が 提 唱 され 長年 議論 され て き た。 しか しキ シ ラ ン お よび 他 のヘ ミセル ロー ス
分解 系 につ いて はそ の酵 素 群 は どの よ うに機 能 して い る ので あ るか とい う研 究 は
今 だ 進 行 形 で あ る と思 わ れ る。 本 博 士 論 文 に よ り、 こ れ まで の成 果 と合わ せ 、
.Aθromoηascav∫aeW-61の 持 つ3っ のキ シ ラナーゼ 遺伝 子 が 全 て ク ロー ン化
され た 。AeromonascavゴaeW-61の 産 生 す る5種 類 の キ シ ラナ ー ゼ は3i種 類
の遺 伝 子 の産 物 で あ り、 キ シ ラナ ー ゼ2は キ シ ラナー ゼ3の 、 キ シ ラナ ー ゼ4は
キ シ ラナ ーゼ5の 部 分 分解 に よ って 生 じる こ とが 明か とな っ た 。 この うち キ シ ラ
ナー ゼ3の み が 長 鎖 キ シ ロオ リゴ糖 を蓄積 す る が 、本 菌 の キ シ ラ ン分 解 系 にお け
る キ シ ラナー ゼ3の 役 割 を さ らに明 らか に した い と考 え て い る 。今 後 、 これ らを
活 用 し生 育条 件 と各酵 素 の発 現 、 酵 素 の相 乗 効 果 等 を 検 討 した い と考 え て い る。
総括
1.AeromonascavfaeW-61株 のキ シラナーゼ3の 遺伝 子(xyη3)を ク ロー ン化
した。
キ シラナーゼ3は 既知 の分類 に属す る糖質加水 分解酵 素 と一次構造 の相 同性 を有 さ
ず、 β一1,4一キ シランか らキシ ロヘキサオース以 上 の長鎖 キ シロオ リゴ糖 を生成す る、
新規 のエ ン ドーβ一1,4一キ シラナーゼで ある ことを明 らか と した。
2.A.cavfaeW-61株 の培養i上清 中の42kの キ シ ラナーゼ2は キ シラナーゼ3のC一 末
端領域 が欠失す る ことによ り生 じた アイ ソフォー ムである ことを明 らか に した。
3.キ シラナ ーゼ3のPro398よ りもC一末端側の領域 はキシ ランか らの反応産物の鎖 長決



























































































































Aπ⊂GCTG酌GATA㎜G'嘔 亟 ヨπ⊂ATATσA⊂蝋 触τ「丁GAGG触GGτG触GATAπG醐πr畝GATG艇
一35-10MN の　
TTAAAAAAATCへG丁 τCA丁G丁丁(:TGTTGG(:〔:TGτ「TAACAG(:{:CTGCCTCTCA'「GT了AACGCC6ACACACGTA丁(AG⊂AGCAAG噸TG(=C
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Thestrandshownisfromthe5'to3'direction.Thededucedaminoacidsequenceisshownunderthenucleotidesequence.Theputative
ribosomalbindingsi忙,thep鵬ativesignalpcptidesequen㏄,匙heputativc・10and-35rcgionsoft加ep【Dmotersitc,and出etranscriμ 糞o皿
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論 文 審 査 結 果 要 旨
キ シラ ンは,D一 キシロースの グ リコシ ド結合のポ リマーを主鎖 としてL一 アラビノース,4一 αメチルー
D一グルクロン酸 を側鎖 として結合 した多糖 であ り,植 物細胞壁 の構成成分であ る。水稲 な ど農作物 の残
査 か らのキシランの有効利用が望 まれる。 キシランの加水分解 産物で ある長鎖のキシロオ リゴ糖 は ヒ ト
腸 内細菌叢 を改善 するプロバ イオテ ィクスと して有効であ る。 しか し長鎖キ シロオ リゴ糖 を調整す るた
め に現在行 なわれている化学処理は適切 ではな く,ま た現在 までに単離 された細菌,糸 状菌由来のキシ
ラナーゼは,短 鎖 オ リゴ糖 を主反応 産物 とする ものであった。
グラム陰性細菌Aero配oπ α8cαo`αeW-61株 は5種 のエ ン ドーβ一1,4一キ シラナーゼ,キ シラナーゼ1,
2,3,4,5を 産生す る。 本論文 において本研 究者 は以下の ことを明か とした。(1)キ シラナーゼ3は 最
終生産物 としてキシロヘキサ オース(X6)以 上の長鎖のキ シロオリゴ糖 を生成す る新規のエ ン ドーβ一1,4・キ
シラナーゼであった。(2)本 菌 ゲノムか らキ シラナーゼ3の 遺伝子(xyn3)を クローン化 した。本酵素は
既知の2つ の分類のキ シラナーゼ(糖質加水分解酵素 のFamily10とFamily11)の 活性 ドメイ ンとは一次構1
造の相 同性 を有 さず,新 規 に分類 されるエ ン ドーβ一1,4一キシラナーゼであ った。(3)キ シラナーゼ2のN
末端側の領域 はキシラナーゼ3と 相 同であ り,一 方で両酵素の反応産物 は異なる ものであ った。キシラ
ナーゼ2は キシランか らキ シロ トリオース(X3)以 上のキ シロオ リゴ糖 を生 じた。 またキシラナーゼ3は
キシロオリゴ糖(X4,X5,X6)に 対 し加水分解活性 とともに糖転移活性 を示 したのに対 し,キ シラナーゼ
2は 低分子 キシロオ リゴ糖 には作用 しなかった。キシラナーゼ3のC末 端側領域 は反応産物の鎖長決:定及
び糖転移活性 に関与す ると考え られた。(4)一 方,分 子質量58kの キシラナ ーゼ3は4℃ で保存 中に活性
を有する42kの 蛋 白質に変換 された。キシラナーゼ3のC末 端側領域が フoロテアーゼ により欠失 した変換
体(キ シラナーゼ3-tr)で あった。 またキシラナーゼ2は キシラナーゼ3抗 体で免疫染色 され,分 子質量は
キシラナーゼ3-trと 一致 した。キシ ラナーゼ3一七rのC末 端 アミノ酸 をプロ リンと決定 した。 キシラナー
ゼ3-trの 分子 質量 か ら推定 されたPro380,Pro398,Pro422よ りC末 端側領域 を欠損 した変異体 をxyn3
を基 に作 成 し,そ れ らの分子質量 と酵素活性 を解析 した。XYN3del398が キシラナーゼ3-trと 同一の分
子質量 を持 ち,キ シ ランへ作用 させ る と反応産物 と してX3,X4,X5を 生 じることが確認 され た。以上
の結果,Acα ひ`αeW-61株 の培養上清 中の42kの キシラナーゼ2は キ シラナー:ゼ3のC一 末端領域が欠失
す ることによ り生 じたアイソフォームであ った。キシラナーゼ3のPro398よ りC一末端側 の領域はキ シ
ランか らの反応産物の鎖 長決定,キ シロオ リゴ糖 に対 す る加水分解活性 お よび糖転移活性 に必要であ る
こ とを明か と した。
以上の ように本研 究はAero灘oπ α3cαひ`αθW-61株 の産生す るキ シラナ ーゼの構造 と機 能 を解 明 した
ものであ り,審 査 員一 同は,本 研究者 に博士(農 学)の 学位 を授 与す るのに値 する もの と認定 した。
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